ヒトラーのしたこと 
すでにインタネット上で大きな話題になっていますが、２０１６年３月１８日　テレビ朝日の報道ステーションで次のような内容が伝えられました。
http://video.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&dd=1&p=%E5%A0%B1%E9%81%93%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3+%E3%83%AF%E3%82%A4%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%AB　　　（ｈｔｔｐ　以下をコピーして、インタネット・ブラウザの検索欄に貼りつけてみてください。）
安倍政権がやっていることと符合すると思われるところが多々あります。以前に安倍政権の人々がヒトラーの研究をしているという新聞記事もありました。麻生氏がワイマール憲法云々と言って問題になったことも記憶にあります。
過去にドイツで取られた手法に日本の善良なみなさんが、まんまと引っかかることがないようにと思い、書きとめてみました。参考事項を右側に、そしてカッコ内に書きました。
１９３０年代のドイツは第１次世界大戦の多額の賠償で経済状況が落ち込んでいました。（現在の日本の経済も先行きが見えない状況にあります）

その状況のもとで、ヒトラーのスローガンは次の３つでした。（右側はご存知のとおり日本の現政権のスローガンです。）

「経済対策」―――――――――――――「経済対策」
「強いドイツを取り戻す」――――――――「美しい日本を取り戻す」
「敵はユダヤ人だ」――――――――――「中国・北朝鮮の脅威」
また、ヒトラーは言葉を言い換えるのが得意でした。

「独裁」→　決断できる政治――――――――現政権が言っていることも全く同じ

「戦争の準備」→平和と安全の確保―――――これも同じ

ヒトラーの演説から

「平和を愛すると共に勇敢な国民になれ」―――――――「戦争に反対とだけ言うのは無責任だ｝

「この国を軟弱でなく強靭な国にしたい」――――そのうちに同じことを言い出すかもしれません。

「この道しかない」―――――――――――ぞっとします。ヒトラーが同じことを言っていたとは。

ヒトラーの側近のゲーリングのことば

・国民は指導者たちの意のままになる。それは簡単なことで、自分たちが外国から攻撃されていると説明するだけでいい。

・平和主義者たちに対しては、愛国心がなく、国家を危険にさらす人々だと批判すればいいだけのことだ。

そして、当時もっとも先進的、民主的な憲法だったワイマール憲法の第４８条、「国家緊急権」（大統領は公共の安全と秩序回復のため必要な措置をとることができる）を悪用して、合法的に憲法を停止し、独裁を確立したのです。
ワイマール憲法に国家緊急権を書いたのは、当時、議会制度にまだ信用がなかったからです。

ここからは筆者の感想などです。

まず、前頁のドキュメントに出てこなかったのですが、ヒトラー・ナチスのスローガンのひとつに

「戦後レジームからの脱却」もありました（！！！）。ナチスの言動を見本にしているのが見え見えですが、ひとひねりもしないでそのままという愚かさに驚きます。いまの安倍政権は明らかにナチスなのです！！！
前ページ最後の国家緊急事態法、同条項についてですが、現在の日本で議会制に疑問があるのでしょうか。自民党は国家緊急事態法案を通そうとしていますし、自民党の憲法改正案にも緊急事態の条項があります。この法案や条項を利用して「合法的に」独裁を実現しようとしている、と考えることが妥当だと思います。このような党が日本を牛耳っていることは信じられないことです。
最近出版された本の紹介文です：「護憲派」・「改憲派」に国論を二分して永らく争われてきた「憲法改正」問題。ついに自民党は具体的な改憲に力を注ぎ始めた。しかし、自民党による憲法改正草案には、「改憲派」の憲法学者も驚愕した。これでは、国家の根幹が破壊され、日本は先進国の資格を失う、と。
こういう憲法改正案を公開している党に投票し、国会内でも賛成票を入れるのは、どうしてなのでしょうか。自民党の憲法改正案は、民主主義と対立する、すなわち民主主義を否定する国家主義の思想が強くはっきりと出ています。そんなことを党是、目標とする集団をどうしてほうっておくのでしょうか。ほっておくだけでなく、長い間政権に着かせています。それはわれわれ国民、投票者が選択したからです。民主主義教育を受けたはずのみなさんがどうして？　政治に無関心ということを超えた無知、無関心、不勉強だと思います。政権を持った党の目標が反民主主義だ、ということだけで、世界の先進国の信頼は絶対に得られないと思います。少なくも国会議員には、ここに書いたような事実、そして過去の国家主義が戦争を招いたという歴史の事実を知った上でも自民案に賛成票を入れた理由を説明してもらう必要があると思います。
ナチ、ナチスは「国家社会主義ドイツ労働者党」の略です。ドイツでは第２次大戦を国として総まとめし、ナチの思想による行動を法律で禁止しています。

筆者は専門ではないのですが、安倍政権の言動は「国家（社会）主義」と呼べるものだと思います。「国が国民の事を考えていいようにするから、国民は国の言うことに従うのが当然である。」という考え方です。従来は国が口を出すことを控えていた多くの事に平然と政府が口を出す、例えば春闘で給与を上げろと言うなどは、この国家主義から出ているのです。安倍一派が自分たちを国家主義だと思っているかどうかは分かりませんが、このような言動から判断すると国家主義です。

国家主義は、ナチスを始めいくつかの前例がありますが、そのすべてで戦争を起こしたり、内戦が続いたりしています。そういう歴史の経験に基づいて、第２次大戦後は少なくも先進国では国家主義を否定しています。ドイツのように法律で禁止している国もありますが、多くの国では国家主義だと国民が感じたら投票を多数得ることができなくなっています。（最近のヨーロッパでは外国から入ってくる難民、移民の悪い影響をきらって外国排除を標榜する党が多くの票をえるようになっています。これらは国家主義のようにも見えますが、外国排除であって、民主主義と反対側の考え方である国家主義とは違うと思います。また、現在の日本と比べてみると、日本にはそういう国家主義的な考え方を押すような状況はありません。）（筆者が理解したことが正しければ、共産主義も国家主義です。中心の一団、党中央委員会が全てを指導するという思想だからです。）（安倍首相の祖父や彼らを取り巻く一団は共産主義を毛嫌いしていたはずです。それなのに、どうしてそれと同じことをするのでしょうか。）
本当に超優秀な、優れた指導者がいれば「国が全ての面倒を見るから従え」という国家主義も悪くないかもしれません。しかし、現実にはそんな超優秀な指導者、指導者集団は存在しないのです。

最初のページに書いたように、国家主義者が政治権力を握ると、いろいろと彼らなりによく考えて一般の大衆を巧みなことばで誘導、洗脳、翻弄します。これが今までの歴史で判明してきた人類の集団としての特性なのです。そして、その国家主義の行き着くところは戦争だということもはっきりしています。
このような特性を人類がもっているということを十分に知った上で、将来の悲劇、いや、近い将来かもしれない悲劇を避けるために、なんとかして対処法を考えなくてはなりません。

いまの日本にまず必要なことは棄権をしないことだと筆者は思います。棄権は戦争を招きます。投票したい人がいない、という事情は理解できますが、棄権することは戦争に向けて工夫を重ねている現在の政権を支持することを意味するのです。

つぎに戦争を始めたら日本は壊滅します。勝てるわけがないのです。

（追記）

自衛隊は必要だ。だから自衛隊を憲法に書くべきだ、という意見もあります。

①筆者はすでに書いたように、自衛隊があったから平和が保たれたとは思いません。どこかの国が日本を攻めようと思ったら、自衛隊の存在など気にしないでしょう。国として他国を攻めるということは狂気の沙汰なのですから。そもそも日本に攻め入ろうと考えた国がなかったのです。

②でも、もしも攻められたら困るから軍を持つべきだ、という人もいます。しかし、国として他国に攻め入るということは今後は起こらないと思います。他国の政府の制御の利かない暴徒の集団が武器を持って攻めてくることはあり得るでしょう。でもそれはせいぜい１０００人程度の暴徒でしょう。ですから、１０００人程度の武器を持った暴徒に対処できるだけの自衛隊があれば十分です。テロ対策も必要ですが、テロ対策には戦闘機や軍艦、大砲は必要ありません。
③自衛隊はすでに軍として考えると世界で何番目というほど大きな軍備になっています。これ以上軍備を増強することは必要なく、むしろ機会を見つけて削減すべきだと思います。

④自衛隊を憲法に書き込むべきだ。（軍隊を憲法に入れるべきだ）という意見もありますが、筆者は自衛隊は影の力に徹するべきだと思います。それは過去の日本の軍隊がしてきた残虐非道の歴史を思うからです。いまだに国として総まとめ、反省をしていない状態で”軍隊”をつくったら、また同じことを繰り返す危険性が高いからです。できたら防衛省も防衛庁に戻すべきだと思います。


















